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国�

際
金
融
規
制
改
革
の
評
価
と
次
の
危
機
へ
の
備
え
～

I‌

M‌

F
と
Ｇ
30
の
レ
ポ
ー
ト
紹
介

佐
志
田　

晶　

夫

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
の
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ

（
国
際
金
融
安
定
性
報
告
書
）
二
〇
一
八
年
一
〇
月⑴

の
第

二
章
（
世
界
金
融
危
機
か
ら
一
〇
年
金
融
規
制
改
革
の
回

顧
と
展
望
）
と
、Group of 30

（G30

）⑵

が
九
月
に
公
表

し
た
レ
ポ
ー
ト
“Managing the N

ext Financial 

Crisis

（
次
の
金
融
危
機
を
管
理
す
る
（
仮
訳
））⑶

”
の
概

要
を
紹
介
し
た
い
。

　

Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
は
年
二
回
公
表
さ
れ
、
国
際
的
な
金
融
安
定

の
リ
ス
ク
を
定
期
的
に
評
価
し
、
合
わ
せ
て
特
定
の
ト

ピ
ッ
ク
を
分
析
す
る
。
今
回
の
報
告
書
は
、
金
融
危
機
後

の
規
制
改
革
と
今
後
の
課
題
を
扱
い
、
ま
た
、
各
国
の
規

制
改
革
に
つ
い
て
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
（
金
融
安
定
性

評
価
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
で
実
施
状
況
を
評
価
し
、
テ
ク

ニ
カ
ル
・
ア
シ
ス
タ
ン
ス
で
規
制
・
監
督
実
務
の
向
上
に

貢
献
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

Ｇ
30
は
、
各
国
監
督
当
局
や
中
央
銀
行
関
係
者
・
Ｏ
Ｂ

な
ど
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
非
営
利
団
体
で
あ
り
、
国
際
金

融
関
連
の
様
々
な
レ
ポ
ー
ト
・
提
言
を
公
表
し
て
い
る
。
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今
回
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
専
門
家
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
議
論
を
踏
ま
え
、
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ガ
イ
ト
ナ
ー
（
元
米

国
財
務
長
官
）、
ギ
レ
ル
モ
・
オ
ー
テ
ィ
ズ
（
元
メ
キ
シ

コ
中
央
銀
行
総
裁
）、
ア
ク
セ
ル
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
前
ブ

ン
デ
ス
バ
ン
ク
総
裁
）
の
三
人
が
ま
と
め
て
い
る
。
レ

ポ
ー
ト
で
は
、
危
機
後
の
金
融
規
制
改
革
を
評
価
し
た
上

で
次
の
金
融
危
機
で
の
対
応
を
論
じ
て
い
る
が
、
危
機
後

の
制
度
変
更
に
よ
る
制
約
や
裁
量
的
行
動
の
余
地
縮
小
な

ど
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
問
題
へ
の
対
応
力
低
下
に
つ
い
て

の
懸
念
を
強
調
し
て
い
る
。

　

以
下
で
は
、
金
融
危
機
後
の
金
融
規
制
の
評
価
を
Ｇ
Ｆ

Ｓ
Ｒ
に
沿
っ
て
整
理
し
た
上
で
、
万
一
、
金
融
危
機
が
発

生
し
た
場
合
へ
の
対
応
強
化
に
つ
い
て
の
Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト

の
見
解
を
紹
介
す
る
。

二�

、
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
（
国
際
金
融
安
定
性
報

告
書
）
で
の
危
機
後
の
金
融
規
制
改

革
の
評
価

　

Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
に
基
づ
い
て
、
金
融
危
機
後
の
規
制
改
革
の

進
展
状
況
を
主
要
項
目
毎
に
整
理
す
る
と
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

⑴　

資
本
バ
ッ
フ
ァ
ー
の
増
強
、
レ
バ
レ
ッ
ジ
縮
小
と
金

融
面
か
ら
の
循
環
増
幅
性
の
抑
制

　

バ
ー
ゼ
ル
Ⅲ
規
制
の
導
入
で
銀
行
の
資
本
強
化
は
概
ね

着
実
に
進
み
、
銀
行
の
自
己
資
本
比
率
は
上
昇
し
（
図
表

１
：
上
段
）、
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
導
入
や
内
部
モ
デ
ル
の

使
用
制
限
な
ど
規
制
枠
組
み
の
見
直
し
も
行
わ
れ
て
き

た
。G-SIBs

（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀

行
）
へ
の
規
制
・
監
督
も
強
化
さ
れ
た
。
自
己
資
本
比
率
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上
昇
は
、
部
分
的
に
は
高
リ
ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
資
産
の
抑
制

を
反
映
し
て
い
る
（
図
表
１
：
下
段
左
）。
銀
行
資
産
の

分
布
で
み
れ
ば
、
大
半
が
規
制
・
監
督
の
強
化
を
実
施
し

て
い
る
（
図
表
１
：
下
段
右
）。

　

資
本
保
全
バ
ッ
フ
ァ
ー
や
カ
ウ
ン
タ
ー
シ
ク
リ
カ
ル
・

バ
ッ
フ
ァ
ー
（
Ｃ
Ｃ
ｙ
Ｂ
）
も
導
入
さ
れ
、
強
靭
性
の
強

化
と
循
環
増
幅
性
の
抑
制
が
図
ら
れ
て
い
る
。
会
計
基
準

で
も
、
循
環
増
幅
性
の
抑
制
の
た
め
予
想
信
用
損
失
に
基

づ
く
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
な
貸
倒
引
当
の
導
入
が
進

め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
不
動
産
関
連
の
家
計
向
け
与
信
で

は
、
高
貸
出
担
保
比
率
（
Ｌ
Ｔ
Ｖ
）
の
ロ
ー
ン
に
高
い
リ

ス
ク
ウ
ェ
イ
ト
を
適
用
す
る
動
き
が
各
国
で
み
ら
れ
、
銀

行
監
督
で
は
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
の
利
用
と
自
己
資
本
増
強

を
促
す
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
保
険
部
門
で

は
、
Ｅ
Ｕ
で
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
Ⅱ
が
導
入
さ
れ
た
が
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
規
制
枠
組
み
は
開
発
途
上
で
あ
る
。

図表１　金融危機以降の銀行の資本増強

〔出所〕�　IMF; GFSR（国際金融安定性評価報告書）－2018年10月　第２章－図２.２よ
りパネル３、４、５、６を引用。
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⑵　

流
動
性
リ
ス
ク
の
削
減
～
資
金
調
達
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
、
通
貨
リ
ス
ク
の
抑
制

　

流
動
性
リ
ス
ク
削
減
の
た
め
Ｌ
Ｃ
Ｒ
（
流
動
性
カ
バ

レ
ッ
ジ
比
率
）
と
Ｎ
Ｓ
Ｆ
Ｒ
（
安
定
調
達
比
率
）
が
開
発

さ
れ
た
。
Ｌ
Ｃ
Ｒ
の
実
施
は
着
実
だ
が
、
Ｎ
Ｓ
Ｆ
Ｒ
の
整

合
的
な
実
施
に
は
課
題
が
残
る
。
流
動
性
規
制
は
、
銀
行

の
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
調
達
依
存
の
引
下
げ
を
目
指
す
も
の
だ

が
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
評
価
で
は
依
存
度
が
高
い
国
が
残
っ
て

い
る
。
ま
た
、
流
動
性
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
は
、
改
善
の

余
地
が
少
な
く
な
い
。
と
は
い
え
、
全
体
的
に
み
れ
ば
流

動
性
バ
ッ
フ
ァ
ー
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｍ
Ｆ
（
マ
ネ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
フ
ァ
ン
ド
）
で
は
、
新

し
い
資
産
評
価
基
準
の
導
入
で
取
付
け
リ
ス
ク
は
減
少
し

た
。
さ
ら
に
、
多
く
の
国
で
通
貨
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
規
制
が

強
化
さ
れ
準
備
金
制
度
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
外
貨
リ
ス

ク
に
対
す
る
よ
り
明
示
的
な
マ
ク
ロ
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
政

策
手
段
の
活
用
も
広
が
っ
て
い
る
。

⑶　

大
規
模
で
相
互
に
連
関
し
た
金
融
機
関
へ
の
規
制
・

監
督
の
強
化

　

G-SIBs

規
制
が
開
発
さ
れ
、
対
象
の
選
出
と
資
本
上

乗
せ
な
ど
規
制
・
監
督
が
強
化
さ
れ
た
。
多
く
の
国
で
は

D
-SIBs

（
国
内
の
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
銀
行
）
規
制
も

導
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
主
要
国
は
、
国
際
的
に
活
動

す
る
金
融
機
関
の
監
督
の
た
め
、
ホ
ー
ム
当
局
と
ホ
ス
ト

当
局
の
協
力
の
場
で
あ
る
監
督
カ
レ
ッ
ジ
と
危
機
管
理
グ

ル
ー
プ
で
の
情
報
交
換
に
参
加
し
て
い
る
。
一
方
、

G-SIIs

（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
上
重
要
な
保
険
会

社
）
へ
の
対
応
は
遅
れ
て
い
る
。

⑷　

複
雑
な
金
融
シ
ス
テ
ム
の
監
督
の
改
善

　

規
制
強
化
に
加
え
て
タ
イ
ム
リ
ー
で
実
効
的
な
監
督
が

重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
米
国
の
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｒ
（
包
括
的
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資
本
分
析
レ
ビ
ュ
ー
）
な
ど
で
の
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
活
用

を
含
め
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
金
融
機
関
の
検
査
は
厳
格
化

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
対
象
の
四
分
の
一

で
当
局
の
資
源
や
監
督
の
厳
し
さ
が
不
十
分
だ
と
の
懸
念

が
あ
り
、
一
部
の
監
督
当
局
は
独
立
性
の
十
分
さ
に
も
懸

念
が
あ
る
。

　

オ
フ
バ
ラ
ン
ス
取
引
へ
の
規
制
・
監
督
や
シ
ャ
ド
ー
バ

ン
キ
ン
グ
の
監
視
、
資
産
運
用
会
社
の
リ
ス
ク
管
理
、
デ

リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
清
算
機
関
の
監
督
な
ど
、
規
制
・
監
督

の
境
界
を
拡
大
す
る
努
力
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
格
付
け

会
社
の
監
督
と
格
付
け
利
用
の
適
正
化
は
継
続
的
な
課
題

で
あ
る
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
リ
ス
ク
に
対
す
る
マ
ク
ロ
プ

ル
デ
ン
シ
ャ
ル
な
観
点
で
の
監
督
も
強
化
さ
れ
た
が
、
政

策
手
段
の
活
用
で
は
各
国
で
の
違
い
が
大
き
い
。
体
制
と

政
策
手
段
の
い
っ
そ
う
の
整
備
が
課
題
で
あ
る
。

⑸　

銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
及
び
報
酬
慣
行
と
健
全
な
リ
ス

ク
テ
イ
ク
の
整
合
性
確
保

　

銀
行
監
督
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
含
む
よ
う
に
拡
大
さ
れ
、

バ
ー
ゼ
ル
コ
ア
原
則
（
二
〇
一
二
年
改
訂⑷

）
で
は
ガ
バ
ナ

ン
ス
分
野
が
増
強
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
は
対
象
の
半
数

に
問
題
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
改
善
が
行
わ
れ
、
多
く
の

国
で
独
立
取
締
役
が
ボ
ー
ド
の
主
要
な
委
員
会
の
議
長
を

務
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
報
酬
慣
行
へ
の
規
制

も
導
入
さ
れ
た
が
、
報
酬
の
事
後
的
な
減
額
（m

alus

）

や
返
還
（claw

back

）
の
法
的
な
強
制
な
ど
は
、
必
ず

し
も
明
確
で
は
な
い
。

⑹　

大
規
模
な
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
枠
組
み
の
全
面
的

見
直
し

　

大
規
模
な
金
融
機
関
を
、
投
資
家
が
リ
ス
ク
を
負
担
し

納
税
者
の
負
担
は
最
小
限
に
し
て
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
混

乱
を
避
け
て
処
理
す
る
枠
組
み
の
開
発
が
進
め
ら
れ
、
Ｆ
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Ｓ
Ｂ
（
金
融
安
定
理
事
会
）
が
制
定
し
た
〝
金
融
機
関
の

実
効
的
な
破
綻
処
理
枠
組
み
の
主
要
な
特
性
〟⑸

が
ベ
ン
チ

マ
ー
ク
と
な
っ
た
。
進
展
状
況
は
一
様
で
は
な
い
が
、

G-SIBs
の
本
籍
国
で
は
か
な
り
整
備
が
進
ん
で
き
た
。

破
綻
処
理
の
コ
ス
ト
負
担
で
は
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（
総
損
失
吸
収

力
）
枠
組
み
が
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
し
、
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
な
破
綻
処
理
で
の
さ
ら
な
る
協
調
と
計
画
の

策
定
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
ノ
ン
バ

ン
ク
（
保
険
会
社
や
清
算
機
関
）
の
危
機
管
理
グ
ル
ー
プ

設
立
が
必
要
で
あ
る
。

三�

、
金
融
規
制
の
残
さ
れ
た
課
題
と
新

し
い
リ
ス
ク
要
因

⑴　

規
制
改
革
の
残
さ
れ
た
課
題
と
副
作
用

　

課
題
も
残
っ
て
い
る
。
レ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
規
制
の
着
実

な
実
施
、
保
険
会
社
の
ソ
ル
ベ
ン
シ
ー
規
制
強
化
が
必
要

で
あ
り
、
マ
ク
ロ
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
な
監
督
の
体
制
強
化

と
政
策
手
段
の
整
備
も
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
デ
ー
タ
共

有
や
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
リ
ス
ク
の
監
視
で
の
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
な
協
力
の
強
化
、〝
主
要
な
特
性
”
に
沿
っ
た
破
綻

処
理
枠
組
み
と
各
国
間
の
協
調
体
制
の
確
立
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。

　

シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
に
対
す
る
監
視
と
規
制
強
化
も

重
要
で
あ
る
。
金
融
危
機
を
悪
化
さ
せ
た
諸
側
面
へ
の
対

応
は
進
ん
だ
が
、
銀
行
シ
ス
テ
ム
経
由
以
外
で
の
資
金
調

達
比
率
は
高
ま
っ
て
い
る
。
資
産
運
用
分
野
で
の
流
動
性

リ
ス
ク
管
理
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
ノ
ン

バ
ン
ク
へ
の
マ
ク
ロ
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
政
策
手
段
の
開
発

と
デ
ー
タ
ギ
ャ
ッ
プ
へ
の
対
応
も
重
要
で
あ
る
。
な
お
、

一
部
で
は
改
革
疲
れ
と
後
退
の
圧
力
が
み
ら
れ
る
が
、
こ

れ
に
は
抵
抗
す
べ
き
で
あ
り
、
特
に
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な

銀
行
へ
の
監
督
を
弱
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
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一
方
、
規
制
改
革
の
実
効
性
と
効
率
性
を
評
価
す
る
こ

と
は
適
切
で
あ
る
。
強
靭
性
強
化
が
金
融
仲
介
の
効
率
性

に
影
響
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
規
制
実
施
が
進
ん

だ
こ
と
で
、
広
範
な
経
済
に
及
ぼ
す
効
果
の
検
討
が
可
能

に
な
っ
て
き
た
。
Ｆ
Ｓ
Ｂ
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の

取
り
組
み
を
開
始
し
た
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
も
、
適
切
な
デ
ー
タ

が
あ
る
国
に
つ
い
て
は
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
で
評
価
し
て
い
る
。

　

規
制
改
革
が
及
ぼ
し
た
影
響
で
は
、
清
算
機
関
の
強
靭

性
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
リ
ス

ク
削
減
と
レ
バ
レ
ッ
ジ
縮
小
の
た
め
、
標
準
化
さ
れ
た
す

べ
て
の
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
の
清
算
機
関
で
の
決
済

が
進
み
、
リ
ス
ク
が
清
算
機
関
に
集
中
し
て
き
た
。
結
果

と
し
て
清
算
機
関
が
倒
産
し
た
場
合
の
影
響
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
清
算
機
関
の
規
制
・
監
督
を
強
化
し
資
本

と
流
動
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
、
適
切
な
破
綻
処
理
枠
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
支
払
い
能
力
が
あ
り
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク

な
清
算
機
関
に
中
央
銀
行
が
流
動
性
を
提
供
す
る
こ
と
も

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　

規
制
改
革
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
へ
の
規
則
強
化
に

よ
る
銀
行
の
コ
ル
レ
ス
業
務
縮
小
の
動
き
が
あ
り
、
一
部

の
発
展
途
上
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
制
約
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
の
金
融
包

摂
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
、
影
響
を
受
け
た

国
々
が
法
律
、
健
全
性
お
よ
び
監
督
枠
組
み
を
強
化
で
き

る
よ
う
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
Ｐ
や
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ス
を

通
じ
て
支
援
し
て
い
る
。

⑵　

新
し
い
リ
ス
ク
要
因
～
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
リ
ス
ク

　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
発
展
・
拡
大
（
図
表
２
左
）
に
よ

り
、
金
融
業
に
は
機
会
と
共
に
課
題
も
生
じ
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
や
貸
出
プ
ロ
セ
ス
自
動
化
、
分
散
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台
帳
技
術
の
利
用
、
電
子
取
引
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
な
ど

が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
技
術
革
新

や
効
率
性
、
金
融
包
摂
へ
の
潜
在
的
な
貢
献
を
支
持
し
つ

つ
、
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
を
増
幅
し
か
ね
な
い

リ
ス
ク
へ
の
防
御
を
行
う
こ
と
が
当
局
の
課
題
で
あ
る
。

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
リ
ス
ク
に
対
す
る
監
視
と

対
応
の
強
化
も
重
要
で
あ
る
（
図
表
２
右
）。
金
融
部
門

の
情
報
技
術
へ
の
依
存
と
シ
ス
テ
ム
の
相
互
依
存
性
の
高

ま
り
で
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
脅
威
が
金
融
安

定
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ス
ト
は
高

く
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス
ク
な
ど
の
間
接
コ
ス
ト
は

さ
ら
に
大
き
い
。
金
融
機
関
が
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
を
特
定

し
対
応
し
て
回
復
す
る
能
力
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
に
、
当

局
が
関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い⑹

。

図表２　リスクと脆弱性の新たな発生源

〔出所〕�　IMF; GFSR（国際金融安定性評価報告書）－2018年10月　第２章－図２.９－パネル５、６。
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四�

、
Ｇ
30
の
レ
ポ
ー
ト
～
次
の
金
融
危

機
を
管
理
す
る

⑴　

Ｇ
30
の
レ
ポ
ー
ト
の
概
要

　

Ｇ
30
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
①
当
局
は
、
次
の
金
融
危
機
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
と
戦
う
手
段
を
備
え
て
い
る
か
、

②
危
機
と
の
戦
い
を
よ
り
効
果
的
に
す
る
よ
う
に
、
そ
う

し
た
手
段
を
適
合
・
調
整
す
る
た
め
今
何
が
で
き
る
か
、

を
問
題
意
識
と
し
て
い
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
金
融
危
機
後
の
法
制
度
変
更
（
図
表
３

参
照
）
を
踏
ま
え
て
現
状
を
評
価
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の

提
言
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
問
題
が
発
生
す

る
可
能
性
を
含
め
て
課
題
を
整
理
し
、
次
の
金
融
危
機
に

対
応
す
る
た
め
の
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

規
制
・
監
督
の
改
革
に
対
す
る
評
価
は
、
Ｇ
30
レ
ポ
ー

ト
と
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
は
共
通
点
が
少
な
く
な
い
。
銀
行
部
門
の

資
本
と
流
動
性
の
増
強
な
ど
危
機
発
生
防
止
の
措
置
が
と

ら
れ
、
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
影
響
を
抑
え
つ
つ
金
融
機
関

の
破
綻
処
理
を
行
う
枠
組
み
の
整
備
や
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（
総
損

失
吸
収
力
）
導
入
な
ど
、
公
的
支
援
な
し
に
破
綻
処
理
を

行
う
体
制
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

た
だ
し
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
危
機
発
生
へ
の
対
応
力
に

は
制
約
も
生
じ
て
い
る
。
ま
た
、
銀
行
部
門
へ
の
規
制
強

化
が
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
拡
大
を
促
し
、
危
機
の
潜
在

的
発
生
源
が
監
視
対
象
か
ら
外
れ
る
可
能
性
や
サ
イ
バ
ー

リ
ス
ク
の
増
大
な
ど
、
次
の
危
機
発
生
に
備
え
る
こ
と
の

難
し
さ
と
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。
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⑵　

Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
の
主
な
指
摘
～
危
機
の
防
止
、
破
綻

処
理
、
非
常
時
の
手
段

⒜
危
機
の
防
止

　

Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
は
、
危
機
後
の
規
制
強
化
に
よ
っ
て
伝

統
的
な
銀
行
部
門
で
危
機
が
発
生
す
る
可
能
性
は
（
ゼ
ロ

に
は
な
り
え
な
い
が
）
低
下
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
規
制
改
革
は
ま
だ
完
全
に
は
実
施
さ
れ
ず
、
景
気
後

退
や
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
経
済
循
環
を
通

し
て
試
さ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
し
、
以
下
の
提
言
を
行
っ

て
い
る
。

提
言
一
：
規
制
改
革
に
は
精
緻
化
・
改
善
の
余
地
は
あ
る

が
、
危
機
の
記
憶
が
薄
れ
る
と
と
も
に
資
本
と
資
金
調
達

の
中
核
的
な
改
革
を
大
幅
に
弱
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
各

国
当
局
に
よ
る
新
し
い
国
際
的
な
基
準
へ
の
引
き
上
げ
の

継
続
と
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
緊
密
な
監
視

が
重
要
で
あ
る
。

図表３　グローバルな金融危機後の主要な法制度の変更

〔出所〕�　G30レポート “次の金融危機を管理する” 表１より作成。
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⒝
破
綻
処
理
及
び
再
構
築

　

個
別
金
融
機
関
の
問
題
が
金
融
シ
ス
テ
ム
の
問
題
と
な

る
の
を
防
ぐ
破
綻
処
理
枠
組
み
の
整
備
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
を

中
心
と
し
た
国
際
的
な
取
り
組
み
で
、
公
的
資
金
に
頼
ら

ず
に
大
規
模
で
複
雑
な
金
融
機
関
の
破
綻
を
管
理
し
、
金

融
シ
ス
テ
ム
の
混
乱
を
防
ぐ
枠
組
み
が
開
発
さ
れ
て
き

た
。
主
要
国
で
は
、
破
綻
処
理
制
度
の
改
正
・
強
化
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
新
し
い
枠
組
み
は
危
機
で
試
さ
れ
て
は
い
な

い
。
危
機
に
際
し
て
機
能
す
る
か
に
注
意
し
て
整
備
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
導
入
に
よ
り
投

資
家
が
破
綻
処
理
コ
ス
ト
を
負
担
す
る
枠
組
み
で
は
、
危

機
に
際
し
て
（
投
資
家
を
含
む
）
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体

で
、
集
計
さ
れ
た
損
失
を
吸
収
す
る
の
に
十
分
な
資
本
が

あ
る
か
が
確
実
で
は
な
い
。
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン
ト

か
否
か
見
極
め
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
以
下

が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

提
言
二
：
当
局
は
新
し
い
破
綻
処
理
及
び
再
構
築
枠
組
み

が
、
特
に
主
要
な
危
機
の
際
に
効
果
的
に
働
く
可
能
性
の

改
善
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
枠
組
み
の
設
計
と
活
用

で
は
、
当
局
は
個
別
の
イ
ベ
ン
ト
と
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
イ

ベ
ン
ト
を
見
分
け
る
こ
と
と
、
新
し
い
枠
組
み
が
対
処
し

よ
う
と
意
図
す
る
脅
威
の
種
類
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
注

意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

政
策
当
局
は
、
破
綻
処
理
の
枠
組
み
と
、
そ
う
し
た
枠

組
み
が
一
定
の
状
況
で
あ
れ
ば
非
常
時
の
手
段
へ
の
代
替

策
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

一
定
水
準
の
信
頼
と
当
局
間
の
制
度
化
さ
れ
た
協
力
を

確
立
し
、
地
域
毎
の
資
本
及
び
流
動
性
要
件
の
賦
課
が
過

度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
制
限
す
る
こ
と
を
、
重
要

な
目
標
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
毎
の
賦
課
は
資

源
を
（
各
地
域
に
）
閉
じ
込
め
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

機
関
安
定
性
を
弱
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
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⒞
非
常
時
の
手
段
：
貸
出
、
保
証
及
び
資
本
増
強

　

Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
は
、
危
機
を
防
止
す
る
様
々
な
措
置

や
、
個
別
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
枠
組
み
に
沿
っ
た
対
応

を
行
っ
て
も
危
機
が
生
じ
た
場
合
に
つ
い
て
、
非
常
時
の

対
応
手
段
を
検
討
し
て
い
る
。
最
も
懸
念
さ
れ
る
の
は
、

極
度
の
危
機
が
再
発
し
た
と
き
に
戦
う
手
段
（
最
後
の
貸

手
の
機
能
、
保
証
～
預
金
保
険
等
、
資
本
注
入
）
の
い
く

つ
か
が
、
特
に
米
国
で
弱
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
（Fed

の
非
常
時
貸
出
の
目
的
や
対
象
の
制
約
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
保

証
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
制
限
な
ど
）。

　

こ
う
し
た
変
化
の
背
景
と
し
て
、
金
融
危
機
へ
の
対
応

が
納
税
者
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
危
機

対
応
で
の
公
的
支
援
の
可
能
性
を
引
き
下
げ
、
当
局
の
対

応
力
を
抑
え
る
こ
と
が
政
治
的
に
支
持
さ
れ
や
す
か
っ
た

こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
レ
ポ
ー
ト
は
以
下
の
提
言
を
ま
と

め
て
い
る
。

提
言
三
：
政
府
と
中
央
銀
行
は
、
新
し
い
健
全
性
防
御
措

置
の
力
を
保
ち
強
化
す
る
方
法
を
試
す
と
と
も
に
、
極
度

の
金
融
危
機
の
打
撃
か
ら
経
済
を
守
る
た
め
に
必
要
な
手

段
の
強
化
方
法
を
探
求
す
べ
き
で
あ
る
。

　

政
策
当
局
者
は
、
Ｇ
Ｆ
Ｃ
（
国
際
金
融
危
機
）
で
の
広

範
な
経
験
を
利
用
し
、
金
融
危
機
に
立
ち
向
か
う
効
果
的

な
戦
略
の
設
計
の
問
題
に
よ
り
多
く
の
資
源
を
投
入
し
、

よ
り
多
く
の
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

　

運
用
上
の
即
応
性
に
特
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
当
局
は
、
危
機
が
発
生
す
る
前
に
、
諸
手
段
の
効
果

的
な
使
用
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
要
素
を
確
実

な
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑶　

全
般
的
な
評
価
～
ど
う
す
れ
ば
、〝
次
の
金
融
危
機

を
管
理
〟
で
き
る
の
か
？

　

レ
ポ
ー
ト
は
、
危
機
後
の
状
況
を
全
体
と
し
て
み
る

と
、
当
局
の
権
限
の
強
化
で
個
別
の
金
融
機
関
の
破
綻
や
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金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
一
定
程
度
の
シ
ョ
ッ
ク
に
対
応
す
る

能
力
は
改
善
し
て
い
る
が
、
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
危
機
に
対

応
す
る
柔
軟
性
は
低
下
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
弱
点
は
、
国
際
的
な
伝
播
の
場
合
と
シ
ャ
ド
ー
バ

ン
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
生
じ
る
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
イ
ベ
ン

ト
で
特
に
深
刻
で
あ
る
。
金
融
危
機
の
経
験
を
踏
ま
え
て

国
際
的
な
最
後
の
貸
手
の
機
能
を
考
え
る
と
、（
Ｆ
Ｒ
Ｂ

と
各
国
中
央
銀
行
の
協
力
に
よ
る
）
ド
ル
で
の
流
動
性
供

給
枠
組
み
が
縮
小
さ
れ
な
い
か
が
、
懸
念
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｒ

Ｂ
が
（
い
か
な
る
国
の
中
央
銀
行
で
あ
れ
）
事
実
上
の
国

際
的
な
最
後
の
貸
手
の
役
割
を
担
う
の
は
理
想
的
な
姿
で

は
な
い
。
各
国
中
央
銀
行
の
法
的
な
責
務
に
対
す
る
阻
害

が
生
じ
か
ね
な
い
し
、
各
国
の
国
内
政
治
要
因
が
問
題
を

さ
ら
に
複
雑
に
し
か
ね
な
い
。

　

新
し
い
防
止
枠
組
み
と
破
綻
処
理
及
び
再
構
築
枠
組
み

が
完
全
に
実
施
さ
れ
、
設
計
さ
れ
た
通
り
に
働
い
た
と
し

て
も
、
全
て
の
危
機
に
対
処
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い

し
、
過
去
に
起
こ
っ
た
危
機
に
備
え
る
だ
け
で
は
十
分
で

は
な
い
。
次
の
金
融
危
機
は
新
た
な
方
角
か
ら
来
る
可
能

性
が
あ
り
、
規
制
構
造
は
そ
う
し
た
可
能
性
の
多
く
に
対

応
で
き
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
サ
イ
バ
ー
リ
ス
ク
は
最
も

よ
く
言
及
さ
れ
る
新
し
い
リ
ス
ク
で
あ
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
破
綻
処
理
枠
組
み
は
、
利
用
可
能
な

有
効
な
一
組
の
裁
量
的
手
段
に
よ
っ
て
補
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
指
摘
、
裁
量
的
手
段
の
使
用
の
適
切
な
説
明

責
任
と
共
に
、
そ
れ
は
極
度
の
危
機
で
利
用
さ
れ
る
も
の

だ
と
し
た
上
で
以
下
の
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。

提
言
四
：
あ
ら
ゆ
る
危
機
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

当
局
は
、
議
会
に
よ
る
適
切
な
牽
制
と
均
衡
お
よ
び
協
議

要
件
を
踏
ま
え
た
、
危
機
に
際
し
て
迅
速
に
適
応
す
る
柔

軟
さ
を
備
え
る
べ
き
だ
。

　

国
際
諸
機
関
と
各
国
内
の
調
整
グ
ル
ー
プ
は
、
新
種
の
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危
機
の
ベ
ク
ト
ル
へ
の
準
備
を
行
う
こ
と
に
、
も
っ
と
時

間
を
割
く
べ
き
で
あ
る
。

　

な
お
、
Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
は
、
米
国
で
はFed

の
緊
急

貸
付
制
度
が
制
限
さ
れ
た
の
と
比
べ
て
、
欧
州
は
制
度
的

な
制
限
は
少
な
い
と
し
て
は
い
る
が
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
に

当
た
っ
て
の
専
門
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
欧
州
諸
国
間

で
の
見
解
の
不
一
致
と
将
来
の
汎
欧
州
的
な
危
機
に
対
処

す
る
に
は
欧
州
の
団
結
が
不
十
分
な
こ
と
へ
の
懸
念
が
指

摘
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
危
機
発
生
時
に
当
局
が
迅

速
に
対
応
す
る
に
は
政
治
的
・
社
会
的
な
支
持
が
不
可
欠

だ
が
、
欧
州
で
も
広
範
な
支
持
獲
得
は
容
易
で
は
な
い
。

⑷　

Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
の
結
論
～
危
機
発
生
時
の
当
局
の
対

応
力

　

Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
は
、
金
融
危
機
後
に
金
融
シ
ス
テ
ム
の

強
靭
性
を
高
め
る
規
制
強
化
が
行
わ
れ
た
一
方
で
、
非
常

時
対
応
の
手
段
に
制
約
が
課
さ
れ
、
ま
た
、
非
常
時
の
手

段
の
使
用
を
支
え
る
政
治
的
資
本
が
衰
え
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
ど
ん
な
水
準
の
財
務
的
な
バ
ッ
フ
ァ
ー
や
個

別
金
融
機
関
の
破
綻
処
理
枠
組
み
も
、
極
端
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
対
応
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
極
端
な
事
象
に

対
応
す
る
裁
量
的
能
力
の
実
行
可
能
な
構
造
と
、
危
機
に

際
し
て
時
間
を
稼
ぐ
仕
組
み
を
事
前
に
備
え
る
こ
と
が
最

善
で
あ
る
。

　

レ
ポ
ー
ト
の
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
〝
危
機
の
真
っ
最
中
に
対
応
手
段
を
ゼ
ロ
か
ら
開
発
し

な
い
方
が
よ
い
。
事
前
に
備
え
る
こ
と
で
市
場
参
加
者
の

信
頼
を
高
め
ら
れ
、
困
難
が
手
に
負
え
な
く
な
る
可
能
性

が
減
ら
せ
る
。〟

　
〝
お
そ
ら
く
よ
り
重
要
な
の
は
、
現
状
の
危
機
対
応
手

段
の
組
み
合
わ
せ
が
何
で
あ
り
、
そ
れ
が
ど
ん
な
帰
結
を

も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
の
広
範
な
理
解
を
促
し
、
次
の
金

融
危
機
の
影
響
か
ら
ど
う
す
れ
ば
最
も
よ
く
自
身
を
守
れ
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る
の
か
を
、
社
会
が
情
報
に
基
づ
い
て
決
定
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。〟

五
、
結
び
に
代
え
て

　

Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
は
、
金
融
危
機
後
の
規
制
改
革
の
評
価
に
重

点
を
置
い
て
い
る
が
、
Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
は
、
次
の
金
融
危

機
が
発
生
し
た
と
き
の
対
応
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
金

融
シ
ス
テ
ム
の
強
靭
性
を
高
め
る
こ
と
や
金
融
機
関
の
破

綻
へ
の
対
応
が
必
要
な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
し
、
合
意

さ
れ
た
規
制
改
革
の
着
実
な
実
施
が
重
要
と
の
評
価
も
両

者
に
共
通
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
Ｇ
30
レ
ポ
ー
ト
は
規
制
改
革
の
成
果
は
評
価

し
た
上
で
、
非
常
時
へ
の
対
応
力
強
化
の
必
要
性
を
強
く

主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ガ
イ
ト
ナ
ー
元
米
国
財
務
長

官
な
ど
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
者
達
が
、
金
融
危
機
の
真
っ
最

中
に
対
応
手
段
を
開
発
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
経
験
を
踏

ま
え
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

一
〇
年
前
の
教
訓
を
振
り
返
れ
ば
、
金
融
危
機
と
い
う

予
想
外
の
事
態
に
備
え
る
に
は
、
当
局
が
状
況
に
応
じ
て

一
定
の
裁
量
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

危
機
が
発
生
し
た
場
合
に
規
制
・
監
督
（
破
綻
処
理
）
当

局
や
中
央
銀
行
が
と
る
行
動
が
広
く
支
持
さ
れ
る
よ
う

に
、
十
分
な
情
報
に
基
づ
い
た
議
論
を
平
時
か
ら
行
な
う

べ
き
だ
ろ
う
。

（
注
）

⑴　

https://w
w
w
.im
f.org/en/Publications/GFSR

を
参
照
。
な

お
、
要
旨
は
日
本
語
訳
あ
り
。

⑵　
Group of 30

に
つ
い
て
は
、http://group30.org/

を
参
照
。

⑶　

http://group30.org/im
ages/uploads/publications/

M
anaging_the_N

ext_Financial_Crisis.pdf

を
参
照
。
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⑷　

日
本
銀
行
：
〝
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
よ
る
「
実
効
的
な

銀
行
監
督
の
た
め
の
コ
ア
と
な
る
諸
原
則
」（
バ
ー
ゼ
ル
・
コ
ア
・
プ

リ
ン
シ
プ
ル
）
改
訂
版
の
公
表
に
つ
い
て
〟
二
〇
一
二
年
九
月
を
参

照http://w
w
w
.boj.or.jp/announcem

ents/release_2012/
rel120919a.htm

/

⑸　

FSB:
“Key A

ttributes of Effective Resolution Regim
es 

for Financial Institutions

”
二
〇
一
四
年
一
〇
月
（
付
属
文
書
追

加
後
）
を
参
照
。http://w

w
w
.fsb.org/w

p-content/uploads/
r_141015.pdf

⑹　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
課
題
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｂ
：
「
金
融
セ
ク

タ
ー
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
規
制
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

監
督
上
の
慣
行
に
関
す
る
報
告
書
」
二
〇
一
七
年
一
〇
月http://

w
w
w
.fsb.org/w

p-content/uploads/P131017-1.pdf

を
参
照
。

�

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


